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の し ろ 市 議 会 だ よ り 

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

 

　
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
お
い
て
、
市
民
の
さ
ま
ざ
ま

な
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
相
談
支
援
を
提
供

し
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
切
れ
目
の
な
い
支

援
を
実
施
す
る
。 

　
助
産
師
、
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
、
保
健
師
が
担
当
職
員
と

し
て
配
備
さ
れ
て
い
る
。
妊
娠
届
の
機
会
を
通
し
て
全
妊

婦
と
面
接
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
っ
て
家
族
、
健
康
、
経

済
面
等
の
事
情
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
。
ま
た
、
妊
娠
期

か
ら
切
れ
目
の
な
い
支
援
と
し
て
、
全
妊
婦
に
対
し
て
両

親
学
級
（
年
30
回
開
催
）
へ
の
参
加
勧
奨
を
す
る
。 

　
30
年
10
月
に
能
代
市
で
も
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
を
開
設
し
た
た
め
、
先
進
事
例
と
し
て
参
考
に
な

っ
た
。 

 

き

ら

め

き

市

民

大

学

 
 

　
青
年
の
家
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
建
物
を
利
用
し
、
高

齢
者
の
増
加
と
市
民
の
生
涯
学
習
意
欲
の
高
ま
り
を
受
け

て
、
き
ら
め
き
市
民
大
学
を
開
校
し
た
。 

　
在
校
生
の
平
均
年
齢
は
68
歳
で
、
講
師
に
は
大
学
教
授

や
専
門
家
、
市
民
講
師
が
お
り
、
学
生
自
治
活
動
と
し
て
、

学
園
祭
や
修
学
旅
行
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。
在
学
期
間
２

年
間
で
受
講
料
は
２
万
円
。

授
業
は
各
学
年
週
１
日
実

施
し
て
い
る
。
生
涯
学
習

が
よ
り
深
化
さ
れ
、
世
代

間
や
地
域
間
を
超
え
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
に

も
寄
与
し
て
い
る
。 

（
落
合
康
友
） 

産
業
建
設
委
員
会 

    

視
察
日
　
10
月
22
日
〜
24
日 

視
察
市
　
兵
庫
県
洲
本
市
、
赤
穂
市 

視
察
項
目 

洲
本
市
　
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
洲
本 

　
　
　
　
・
北
前
船
関
連
資
源 

赤
穂
市
　
・
水
道
事
業 

　
　
　
　
・
赤
穂
観
光
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム 

 

エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
洲
本 

 

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
洲
本
は
、
循
環
型
社
会
を
目
指
す

取
り
組
み
「
菜
の
花
・
ひ
ま
わ
り
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
施
設
が
見
学
で
き
る
よ
う

に
整
備
さ
れ
て
い
る
。
「
あ
わ
じ
環
境
未
来
島
構
想
」
で

は
２
０
５
０
年
ま
で
に
電
力
・
食
料
の
自
給
率
１
０
０
％

を
掲
げ
、
「
持
続
す
る
環
境
の
島
」
淡
路
島
の
実
現
を
目

指
し
て
い
る
。 

　
ま
た
洲
本
市
は
、
京
都
の
龍
谷
大
学
と
連
携
協
定
を
締

結
し
、
「
地
域
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
推
進
条
例
」

を
制
定
。
多
く
の
再
エ
ネ
施
設
が
、
そ
の
整
備
に
当
た
り

中
央
企
業
か
ら
の
出
資
を
受
け
る
結
果
、
地
元
へ
の
恩
恵

が
少
な
い
状
況
を
受
け
、
龍
谷
大
学
で
は
、
地
元
金
融
機

関
か
ら
資
金
を
調
達
し
、
非
営
利
式
株
式
会
社
を
設
立
、

再
エ
ネ
施
設
の
事
業
主
体
と
な
っ
て
い
る
。
電
気
の
売
り

上
げ
か
ら
必
要
経
費
を
除
い
た
利
益
は
全
て
地
域
に
還
元

し
て
い
る
。 
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高
田
屋
顕
彰
館
・
歴
史
文
化
資
料
館
を
視
察
。
地
元
が

生
ん
だ
江
戸
時
代
の
豪
商
、
高
田
屋
嘉
兵
衛
の
偉
業
を
顕

彰
し
、
後
世
に
語
り
継
ぐ
た
め
平
成
７
年
に
整
備
し
た
歴

史
文
化
資
料
館
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。
館
内
に
は

貴
重
な
資
料
の
陳
列
と
と
も
に
嘉
兵
衛
が
最
初
に
所
有
し

た
北
前
船
・
辰
悦
丸
の
２
分
の
１
ス
ケ
ー
ル
の
復
元
模
型

も
展
示
さ
れ
て
お
り
、
当
時
が
し
の
ば
れ
た
。
展
示
物
の

航
路
図
に
は
我
が
能
代
港
が
載
っ
て
い
た
。 

 

水

道

事

業

 
 

　
全
国
の
市
で
一
番
安
い
水
道
料
金
と
知
り
、
興
味
を
持

っ
て
伺
っ
た
視
察
先
で
あ
っ
た
。
料
金
は
１
カ
月
当
た
り

８
５
３
円
で
あ
り
、
全
国
平
均
の
約
４
分
の
１
と
安
く
、

そ
の
理
由
を
伺
っ
た
。
主
水
源
で
あ
る
川
の
水
量
が
豊
富

な
こ
と
と
、
名
水
百
選
に
も
選
ば
れ
る
ほ
ど
良
質
な
た
め

薬
剤
の
注
入
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
の
コ
ス
ト
が
低
い
。

ま
た
、
企
業
な
ど
の
大
口
使
用
者
が
収
入
全
体
の
５
割
を

占
め
て
い
る
こ
と
も
、
安
価
に
設
定
で
き
る
理
由
で
あ
る

と
説
明
が
あ
っ
た
。 

 

赤
穂
観
光
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム 

 

　
赤
穂
市
で
は
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
を
活
用
し
、
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
を
作
成
。
赤
穂
と
い
え
ば
赤
穂
義

士
、
四
十
七
士
で
あ
る
が
、
制
作
で
は
あ
え
て
そ
の
思
い

を
排
除
、
外
国
人
を
初
め
多
く
の
観
光
客
へ
赤
穂
の
魅
力

を
発
信
し
、
旅
し
て
み
た

い
と
思
わ
せ
る
映
像
と
な

る
よ
う
配
慮
し
た
と
の
説

明
が
あ
っ
た
。
観
光
振
興

に
お
け
る
課
題
と
し
て
は
、

姫
路
城
へ
の
外
国
人
観
光

客
が
増
加
し
て
い
る
中
、

赤
穂
ま
で
引
き
込
む
た
め

の
情
報
発
信
や
受
け
入
れ

体
制
の
整
備
が
必
要
で
あ

る
と
話
し
て
い
た
。 

（
落
合
範
良
） 


